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111 超未熟児食道閉鎖症 1型に木村法による食

道延長術後に根治手術を行った 1例
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症例は緊急帝王 切開で双生児のi子として班生

した題低出生体重 (93魂g)男私 挿管NICU管理

となり食道閉鎖症A型の診断で生後4E‖]腎癒
造設備を施行された.生後96日目,体重2270g

で当院に転院した.Long宮apのため上下食道端

の延長を試みたが吻合には至らなかった.1歳時

に上部食道を引き抜き,前胸部に食道皮膚吻合

(食道スト-マ術)を行い1歳 1か月8720gで退

院となった.3-4か)]おきに前胸部食道スト-マ

を尾側に移動する食道延長術を3回行った.

生後2歳4か月右胸腔内食道食道吻合術を行っ

た.術後縫合不全がみられ国境による経管栄養で

術後3か目退院となった.術後9か月吻合部狭窄

のため血管拡張用バルーンで吻合部拡張を行っ

た.以後約2週間おきにバルーン拡張を繰り返し

3歳過ぎに保育園での刻み食も食べるようになっ

た.その後も約3-4週間おきに10mmまで拡張.

1か月以上つかえ症状ないことを確認し2年目40

回目の拡張で終了とした.家庭 ･保育園での食事

と経腸栄養剤摂取のほか胃癌から補助的に経腸栄

養剤投与を行っているが,現在5歳体重21kg,身

長122.7cmと発育良好である.

1.5 PiIClililleL(I-′~rヽ )によるアナフィラキシー

ショックを発症した乳癌の 1例
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症例は51歳,女性.サバ 暮青魚にアレルギ-磨

あり.右炎症性乳癌,右胸嵩 ･鎖骨上リンパ節転

移と診断され術前化学療法の方針となり,EC療
法施行したがPDと判定され,biweeklym 療法

へ変更となった.初回投与7日後に皮疹を認めた.

Shortpremedication法による前投薬を行い第2

回投与を開始したが8分後にショック状態から心

肺停 *.となった.その後蘇生処置を行い循環動態

は回復したが低酸素脳症により意識状態は回復し

なかった.FrXは乳癌に対して有効な薬剤の ノブ

である一方,他の薬剤に比べ過敏症の頻度が高い

とされている.fyrX投与-時の安全管理を前投薬 ･

投tヨー速度等について考察を加えて報告する.
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手術を施行した1例
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腹部食道に早期癌を認め内視鏡的粘膜下層剥離

術 (ESD)を施行後1年7か月経過し予習噴門部

リンパ節にリンパ節再発を認め,salva監e手術を

施行した1例を経験したので報告する.

症例は73歳,男性.既往症として2004年12月

に幽門部に早期胃癌と胸部下部に切除可能進行食

道癌の同時性重複癌に対し,幽門側胃切除術,化

学放射線療法を施行した.食道癌はCRの状態を

維持し,胃癌も術後再発など認めなかった.2007

年2月の上部消化管内視鏡にて腹部食道に新たな

食道扇平上皮癌を指摘され,ESDを施行.病壁診

断では深遠度 sm2,脈管侵襲, リンパ管侵襲は陰

性で切除断端も陰性であったがrisk症例のため

経過観察とした.ESD後 ま年7か円経過後のCT

で胃噴門部にリンパ節の腫太を認め,PETでも強

陽性のためリンパ節再発と診断した,salvage手

術としてリンパ節郭清を伴う残胃全摘術を施行し

た.病理診断ではN0.1のリンパ節に扇平上皮癌

の転移を2個認めた.食道癌 ESD後のリンパ節

再発に対するsalvage手術の適応は明確な基準は

なく,その長期成績も不明であり,今後も厳重な

経過観察が必要と考えられた.


